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　新型コロナ「第３波」は「第２波」の倍、日々3000人を超す感染
拡大となっている。
　医療・暮らし・事業を守るために、医療介護機関への減収補てん、
大規模なPCR検査、自粛と補償、相談・対応体制の充実を。

コ
ロ
ナ
禍
の
社
会
、

�

人
権
確
立
へ

「
全
国
水
平
社
」創
立
の
時
代
背
景

�

― 

１
９
２
１
年
を
振
り
返
る

全
水
１
０
０
周
年
を
迎
え
、
考
え
る
こ
と
⑨

部
落
問
題
研
究
所
理
事　

西
尾
　
泰
広

欧
州
訪
問
を
成
し
遂
げ
た
裕

仁
は
、
帰
国
後
の
11
月
摂
政

に
就
任
す
る
。
ま
た
こ
の
年

に
は
安
田
財
閥
の
創
始
者
・

安
田
善
次
郎
（
９
月
）
、
そ

し
て
原
敬
首
相
（
11
月
）
と

続
け
て
、
右
翼
に
よ
り
暗
殺

さ
れ
て
し
ま
う
。

　

一
方
で
「
大
正
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
の
風
潮
も
高
ま
り
を

見
せ
て
い
た
。
羽
仁
も
と
子

が
自
由
学
園
を
創
立
（
４

月
）
、
堺
真
柄
・
伊
藤
野
枝

・
山
川
菊
栄
ら
が
社
会
主
義

女
性
団
体
の
赤
瀾
会
を
結
成

（
同
月
）
、
柳
原
白
蓮
が
夫

の
も
と
を
去
っ
て
宮
崎
龍
介

と
一
緒
に
な
る
（
10
月
）
な

ど
、
女
性
た
ち
も
行
動
を
始

め
て
い
た
。
日
本
労
働
総
同

盟
友
愛
会
（
１
９
１
２
年
結

成
の
友
愛
会
が
19
年
に
大
日

　

12
月
15
日
号
１
面

の
全
水
連
載
⑧
の
文

章
中
、
和
歌
山
水
平

社
初
代
委
員
長
の
正

し
い
氏
名
は
、
高
橋

善
応
で
す
。
訂
正
な

ら
び
に
関
係
者
に
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

訂
正
と

　
　
お
詫
び

コロナ禍をのり越え、42回福岡県人権問題研究集会開く

「ジェンダーと憲法９条・24条、ケアの価値」を学ぶ

「
い
ま
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
は
、
も
っ
と
も
人
間

ら
し
い
営
み
の
ケ
ア
労
働
を
政

治
の
中
心
に
も
と
め
て
立
ち
上

が
る
こ
と
で
す
」
と
訴
え
、
講

演
を
締
め
く
り
ま
し
た
。

　

午
後
の
分
科
会
は
映
画
「
ビ

リ
ー
ブ
」
を
鑑
賞
。
今
年
９
月

に
87
歳
の
高
齢
で
死
去
し
た
米

国
最
高
裁
判
事
の
ル
ー
ス
・
ベ

イ
ダ
―
・
ギ
ン
ズ
バ
ー
グ
さ
ん

が
若
い
弁
護
士
時
代
に
、
女
性

の
権
利
獲
得
を
法
廷
で
争
い
逆

い
ま
だ
に
日
本
社
会
は
「
男
尊

女
卑
」
ま
で
と
は
言
わ
な
い

が
、
基
本
的
に
は
男
社
会
で
あ

る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格
差
指
標
で

は
、
世
界
１
５
３
各
国
中
１
２

１
位
と
低
い
―
。

　

記
念
講
演
で
岡
野
教
授
は
、

冒
頭
、
杉
田
水
脈
議
員
の
「
子

供
を
生
産
し
な
い
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

（
性
的
少
数
者
な
ど
）へ
の
支
援

の
度
が
過
ぎ
る
」
と
の
発
言
に

ふ
れ
、「
憲
法
は
個
人
の
尊
厳

を
最
大
限
認
め
る
こ
と
を
国
会

議
員
ら
に
命
じ
て
い
る
。
杉
田

議
員
の
発
言
は
憲
法
を
踏
み
に

じ
る
暴
言
」と
批
判
し
ま
し
た
。

　

憲
法
９
条
と
24
条
の
重
要
性

に
つ
い
て
「
９
条
は
、
戦
争
動

員
な
ど
国
益
を
人
権
に
優
先
さ

せ
る
こ
と
へ
の
抵
抗
権
で
、
国

家
を
個
人
の
上
に
置
く
こ
と
を

禁
じ
て
い
る
。
24
条
は
性
別
役

割
分
業
を
強
要
、
人
的
関
係
に

男
女
長
幼
の
関
係
を
埋
め
込
む

こ
と
に
対
す
る
抵
抗
権
」
と
語

り
か
け
、「
私
た
ち
が
個
人
と

　

人
権
連
福
岡
県
連
な
ど
で
構

成
す
る
福
岡
県
人
権
問
題
研
究

集
会
県
実
行
委
員
会
（
三
輪
俊

和
実
行
委
員
長
）
は
11
月
21

日
、
サ
ン
レ
イ
ク
か
す
や
を
会

場
に
コ
ロ
ナ
「
３
密
」
対
策
に

配
慮
し
て
、
第
42
回
研
究
集
会

を
開
催
、
参
加
規
制
の
中
、
４

百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
全
体
会
主
催
者
あ

い
さ
つ
で
三
輪
実
行
委
員
長
は

「
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
一
堂
に
会

し
て
、
例
年
と
同
じ
形
式
で
人

権
問
題
研
究
集
会
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
を
一
緒
に
喜
び
、
誇
り

に
し
よ
う
」
と
力
強
く
宣
言
、

参
加
者
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し

た
。

　

今
回
の
記
念
講
演
は
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
（
男
女
同
権
）
の
政
治

学
が
専
門
の
岡
野
八
代
同
志
社

大
学
教
授
が
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
格

差
と
憲
法
９
条
・
24
条
の
今
日

的
意
義
」
の
演
題
で
90
分
間
、

講
演
し
ま
し
た
。

　

―
戦
後
、
73
年
経
っ
た
が
、

転
勝
訴
し
た
実
話
の
映
画
化
。

終
演
時
、
会
場
か
ら
期
せ
ず
し

て
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
ま
し

た
。

　

人
権
問
題
分
科
会
で
は
２
０

２
２
年
に
全
国
水
平
社
創
立
百

年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
部
落
問

題
研
究
所
の
西
尾
泰
広
理
事
が

「
百
年
の
歴
史
と
部
落
問
題
解

決
の
現
状
を
検
証
」
。
全
国
人

権
連
の
植
山
光
朗
事
務
局
次
長

が
「
法
務
省
『
６
条
』
調
査
結

果
」
を
特
別
報
告
し
ま
し
た
。

本
労
働
総
同
盟
友
愛
会
と
改

称
、

20
年
に
「
大
」
を
削

除
）
が
日
本
労
働
総
同
盟
と

改
称
し
、
労
働
運
動
も
活
発

化
し
て
い
た
。
関
西
で
は
大

阪
電
燈
会
社
争
議
（
４
月
）

を
皮
切
り
に
労
働
争
議
が
続

発
、
戦
前
最
大
と
さ
れ
る
神

戸
の
川
崎
・
三
菱
造
船
所
の

争
議
が
起
こ
る
（
７
月
）。

自
由
法
曹
団
が
結
成
さ
れ
た

の
も
こ
の
年
で
あ
る
（
８

月
）。

　

こ
う
し
た
「
デ
モ
ク
ラ
シ

ー
」
の
高
ま
り
の
な
か
、
部

落
問
題
を
め
ぐ
っ
て
も
新
し

い
動
き
が
起
こ
り
、
は
げ
し

い
せ
め
ぎ
合
い
も
起
き
て
い

た
。

２
月
に
帝
国
公
道
会

（
１
９
１
４
年
創
立
の
融
和

運
動
団
体
）
が
東
京
築
地
本

願
寺
で
開
催
し
た
第
２
回
同

檄
文
を
ま
い
た
。
５
月
に
は

新
た
な
融
和
運
動
団
体
と
し

て
同
愛
会
（
会
長
有
馬
頼

寧
）
が
発
足
し
て
い
る
。
一

方
、
こ
の
年
の
春
に
は
三
重

県
松
阪
地
方
で
「
徹
真
同
志

社
」
が
上
田
音
市
（
１
８
９

７
年
生
ま
れ
）
ら
に
よ
っ
て

結
成
さ
れ
、
福
岡
で
は
福
岡

藩
主
黒
田
長
政
三
百
年
祭
資

金
各
戸
割
当
募
金
に
対
抗
し

て
松
本
治
一
郎
（
１
８
８
７

年
生
ま
れ
）
ら
が
、
秋
に

「
筑
前
叫
革
団
」
を
結
成
し

て
反
対
運
動
を
展
開
す
る
な

ど
、
各
地
で
「
部
落
」
の
青

年
た
ち
を
中
心
と
す
る
自
主

的
な
運
動
が
始
ま
っ
て
い

た
。

　

奈
良
県
葛
城
郡
掖
上
村
柏

原
北
方
部
落
（
現
御
所
市
）

の
西
光
万
吉
（
１
８
９
５
年

生
ま
れ
）
、

阪
本
清
一
郎

（
１
８
９
２
年
生
ま
れ
）
、

駒
井
喜
作
（
１
８
９
７
年
生

ま
れ
）
ら
青
年
た
ち
に
よ
る

「
燕
会
」（
１
９
２
０
年
に

消
費
組
合
活
動
で
出
発
）

は
、
１
９
２
１
年
10
月
に
自

主
的
解
放
を
め
ざ
す
運
動
と

し
て
「
水
平
社
」
創
立
に
む

け
た
活
動
を
開
始
す
る
。
雑

誌
『
解
放
』
の
こ
の
年
７
月

号
に
掲
載
さ
れ
た
佐
野
学

（
早
稲
田
大
学
講
師
）
の

「
特
殊
部
落
民
解
放
論
」
の

影
響
も
受
け
、
水
平
社
創
立

趣
意
書
『
よ
き
日
の
為
め

に
』
が
作
成
、
印
刷
さ
れ
た

（
燕
会
の
水
平
社
創
立
に
む

け
た
動
き
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
鈴
木
良
『
水
平
社
創
立

の
研
究
』
部
落
問
題
研
究

所
、
２
０
０
５
年
参
照
）。

　

こ
う
し
て
、「
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
」
の
時
代
、
激
動
の
情

勢
の
な
か
、
翌
１
９
２
２
年

３
月
の
「
全
国
水
平
社
」
創

立
に
む
け
た
動
き
が
進
ん
で

い
っ
た
の
が
、
１
９
２
１
年

で
あ
っ
た
。

し
て
の
『
個
』

を
豊
か
に
す
る

こ
と
が
、
抵
抗

権
に
実
効
性
を

も
た
せ
る
こ
と

に
な
る
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
岡
野

教
授
は
、
こ
の

コ
ロ
ナ
禍
が
、

ケ
ア
労
働
と
い

う
生
活
や
命
に

不
可
欠
な
労
働

が
貶
め
ら
れ
て

い
た
こ
と
を
皮

肉
に
も
証
明
し

た

と

指

摘
。

　

２
０
２
１
年
、「
全
国
水

平
社
創
立
百
年
」
の
１
年
前

の
新
年
を
迎
え
た
。
こ
の
年

初
に
あ
た
っ
て
、
今
か
ら
百

年
前
、
つ
ま
り
全
国
水
平
社

創
立
の
前
年
の
１
９
２
１

（
大
正
10
）
年
と
は
ど
ん
な

年
だ
っ
た
の
か
、
少
し
振
り

返
っ
て
み
た
い
。

　

第
一
次
大
戦
終
結
（
１
９

１
８
年
）
後
の
「
戦
後
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
」
の
時
代
（
た
だ

し
日
本
は
「
シ
ベ
リ
ア
出

兵
」
と
い
う
名
の
対
ロ
シ
ア

侵
略
戦
争
を
継
続
中
）。
欧

州
で
幾
つ
か
の
君
主
制
が
崩

壊
す
る
な
ど
世
界
的
な
君
主

制
危
機
の
時
代
で
あ
り
、
日

本
で
も
大
正
天
皇
の
病
状
は

重
く
、
体
制
側
の
次
期
天
皇

・
裕
仁
皇
太
子
へ
の
期
待
が

高
ま
る
な
か
、
３
～
９
月
に

情
融
和
大
会

の
場
で
平
野

小
劔
（
１
８

９
１
年
生
ま

れ

）

が
、

「
民
族
自
決

団
」
の
名
で

　

新
し
い
年
を
迎
え
、
本

部
役
員
一
同
心
新
た
に
諸

課
題
に
奮
闘
す
る
決
意
で

す
。

　

ご
支
援
ご
協
力
の
ほ

ど
、お
願
い
い
た
し
ま
す
。

代
表
委
員

　

�

丹
波
正
史
、中
島
純
男
、

橋
本
忠
巳
、吉
村
駿
一

事
務
局
長　

新
井
直
樹

事
務
局
次
長

　

�

植
山
光
朗
、丹
波
史
紀
、

吉
岡　

昇

常
任
幹
事

　

�

加
藤
哲
生
、
川
口
伊
智

子
、清
水
信
江
、前
田
武

二 三← 口

瓢

コロナ禍のり越え、
第42回ほ岡県人権1因述研究集会

これから私たち市民がてきること
紐・ 9己回県人権l切随研究集会県実行委且会

安倍政権を振り返る一一
憲法9条と24条の今日
的意義
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